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本日の報告事項 2

(１) 前回会議（R4.10月）以降の動き
①建設資材費等の高騰
②統合新病院整備事業の入札不調
③マンション開発の規制緩和
④参入可能な医療法人について
⑤サウンディング型市場調査（３回目）の結果報告

(２) 統合新病院整備事業の進捗状況



(１) 前回会議（R4.10月）以降の動き（まとめ） 3

①建設資材費等の高騰の影響
・物価高騰の影響で工事費が上がっており、工事費に関して先が見通せない状況

②統合新病院整備事業の入札不調
・工事費高騰で、新病院の整備費は273億円から420億円に増額。市内の医療環境の向上のため、
事業は進めたが、結果、市の財政への影響も大で、跡地活用における収益性の重要度が増している

③マンション開発規制の緩和
・マンション開発規制が緩和されたことで活用の幅が広がり、地代水準の上昇が見込まれる

④参入可能な医療法人について
・参入可能な医療法人は、原則、阪神圏域圏域内に限られる

⑤サウンディング型市場調査（３回目）の結果報告
・医療法人の参加は２者のみ
・物価高騰で病院整備にかかる費用も増加するため、負担できる地代が課題



(２) 統合新病院整備事業の進捗状況 4



阪神国道駅

至西宮北口

救急ワークステーション


